


















研究目的

　遺伝相談は個人的には家族計画として,また社会的には予防医学として,いま

や先進諸国では重要な医療・保健サービスの一つとして注目をあびている。ア

メリカでは小児科の患者の 30%ほどが遺伝性疾患だと報告され,遺伝相談が日常

の医療業務の中に浸透しつつある。わが国においても遺伝性,先天性,体質性と

呼ばれる異常や疾患に対する国民一般の関心が高まり,特にわが国では他の国

に例をみないほど高い頻度で近親婚が現在でも行われているため,近親婚の遺

伝的影響についての知識を求めるものが少なくない。


